2006年情報　過去問　解答例　　90分
１
（a） サンプリング周波数とは、音の周波数ではなく、標本化する際の時間間隔なので、再現できる音の高さとは無関係。
（b） 16ビットを用いる理由は、2の16乗で音の高さを分割すれば音が十分連続して聞こえるからであり、可聴域自体とは関係ない。
（c） インターネットを使って通信する場合、ルータを仲介して通信するため、コンピュータ同士が直接つながっている必要はない。
（d） 公開鍵暗号方式では、まず受信者が暗号化するための公開鍵を公開し、送信者はそれを基にデータを暗号化し、送信する。受信者は対になる秘密鍵でデータを復号する。（d）の文章の方式は共通鍵暗号方式である。
２　　{4,8,2,3,7}
（a） f (4,4)＝3（4番目の要素）

f(3,4)=3　(r=3､　a=f(3,3)=2､　b=f(4,4)=3)
従って
F(3,5)=7　(r=4､　a=f(3,4)=3､　b=f(5,5)=7)

f(1,3)=8　(r=2､　a=f(1,2)=8､　b=f(3,3)=2)
f(4,5)=7　(r=4､　a=f(4,4)=3､　b=f(5,5)=7)
従って
f(1,5)=8　(r=3､　a=f(1,3)=8､　b=f(4,5)=7)
（b） （n>m　。答えるときはm=1とする。）
関数fは、(m,n)が与えられたとき、m=nならばAmを与えるが、n>mのときは、[(m+n)/2]=rに注意して、
f(m,r)とf(r+1,n)の内、大きい方を与える。　　①
f(m,r)または f(r+1,n)は再び関数fによって計算される。
以上のことを踏まえると、関数fは、Am,　Am+1,　,,,,　,An-1,　Anの内で最大の要素を探し出す関数といえる。m=nのときも適。（上の具体例で確認されたし）

（c） f(1､4)=8　(r=2､　a=f(1,2)=8､　b=f(3,4)=8)
f(1,2)に１回（別途計算）、f(3,4)に１回なのでf(1,4)に３回。
（d） ①に注意する。要素が二倍になると作業が２回増えるので、 2[log(n－m+1)]。底は2。
３
クライアント　　サーバに対してサービスを要求するプログラム
サーバ　　　　　サービス提供を専らとするプログラム
クライアントがほしいページのURLをサーバに提供、サーバはクライアントにページの情報を提供する。
代表例（の例）
１　チケット予約　教科書p194、195を参照してください。
２　デジタル図書の閲覧
クライアントが探したい資料についての情報（分類、題名、著者など）をサーバに提供、サーバはクライアントの目的に合った資料を提供する。
